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総

戦

争

度
応
四
年

一
一
人
六
八
）

一
月
、
鳥
羽

・

伏
兄
の
戦

い
に
敗
れ
朝
敵
と
な

っ
た
旧
幕
府

徳
川
家
に
対
し
て
、
官
軍
は
征

‐
…寸
の
軍
を
進

め
、
四
月
十

一
日
に
は
西
郷

・
勝
ら
の
努
力

に
よ
り
江
戸
城
無
血
開
城
が
行
わ
れ
た
し

し
か
し
、
旧
幕
臣
の
中
に
は
、
あ
く
ま
で

官
軍
に
対
し
徹
底
抗
戦
を
唱
え
る
者
も
多
く

彼
』
は
江
戸
を
脱
走
し
、
関
東
各
地
で
独
自

に
戦
間
を
行

っ
た
。
そ
れ
は
新
選
組
の
上
方

歳
三
や
伝
習
隊
の
人
鳥
■
介
、
あ
る
い
は
海

軍
の
榎
本
武
揚
ら
に
代
表
さ
れ
る
．

江
原
素
六
も
当
時
撒
兵
頭
並
（少
佐
Ｉ

撒

兵
隊
第

一
大
隊
長
と
し
て
、
そ
の
渦
中
に
あ

っ
た
し
彼
イー‐‐ｉｌ
人
と
し
て
は
、
勝
海
舟

の
恭
順

論
に
賛
成
で
、
部
下
の
軽
挙
妄
動
を
戒
め
白

ら
官
軍
の
武
装
解
除
を
受
け
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
開
城
を
明
日
に
控
え

た
四
月
十
日
夜
、
撒
兵
隊
長
福
田
八
郎
有
衛

門

（
江
原
の
Ｌ
官
）
は
、
隊
十
二
千
名
を
率

い
て
江
戸
を
脱
走
し
、
木
更
津
を
占
拠
し
、

そ
こ
で

「徳
川
義
軍
府
」
と
称
し
た
。
江
原

も
止
む
を
得
ず
部
下
の
後
を
追

っ
て
脱
走
軍

に
身
を
投
じ
た
の
で
あ

っ
た
。

本
営
を
真
里
谷
に
移
し
た
徳
川
義
軍
府
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（撒
兵
隊
）は
、
上
総

・
下
総
の
小
藩
に

圧
力
を
か
け
、
勢
力
の
拡
大
を
は
か
っ

た
。　
一
方
、
第

一
。
第
二

・
第
二
人
隊

を
市
川

・
船
橋

・
姉

ヶ
崎
ま
で
北
■
さ

せ
、
江
戸
を
衝
く
動
き
を
示
し
た
。

江
原
は
、
第

一
大
隊
三
百
名
を
指
揮

し
、
四
月
ニ
ト
九
日
に
法
華
経
寺
に
布

陣
し
た
。
対
官
軍
の
最
前
線
で
あ

っ
た
。

備
前

・
福
岡

・
佐
土
原

・
津
な
ど
の

藩
兵
か
ら
成
る
官
軍
側
が
こ
れ
に
対
峙

し
、
戦
闘
準
備
の

一
方
で
両
者
の
間
で

は
和
平
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し

こ
の
交
渉
は
決
裂
に
終
っ
た
。

問
四
月
二
日
、
江
原
の
第

一
大
隊
は

八
幡
駐
屯
の
官
軍
を
急
襲
し
、
つ
い
に

戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ

ィン
た
０

こ

の
日
の
戦

い
は
、
市
川
と
船
橋
を
中
心

に
行
わ
れ
た
の
で
、
市
川

・
船
橋
戦
争

と
言
わ
れ
る
．

当
初
、
江
原
軍
は
善
戦
し
市
川
を
占

領
す
る
ほ
ど
で
、
江
原
自
身
も
、
官
軍

か
ら
奪

っ
た
大
砲
を
自
ら
操
作
す
る
と

い
っ
た
奮
戦
ぶ
り
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
や
が
て
需
り
返
し
た
官
軍

に
圧
倒
さ
れ
、
結
局
敗
走
す
る
。
こ
の

間
、
江
原
は
敵

の
兵
士
と
格
闘
し
、
組

み
伏
せ
ら
れ
、
危

い
と
こ
ろ
を
部
下
の

古
川
宙
誉
に
救
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

も
あ

っ
た
。

こ
の
時
、
江
原
と
格
闘
し

占
川
に
倒
さ
れ
た
敵
兵
士

（福
岡
藩
十

小
室
弥
四
郎
）
の
基
は
、
今
で
も
千
葉

県
船
橋
市
に
残

っ
て
い
る
こ
江
原
は
、

こ
の
直
後
に
貰
通
銃
創
を
受
け
、
動
け

な
く
な
り
、
戦
線
を
離
脱
、
以
後
約

一

ヶ
月
間
農
家
に
か
く
ま
わ
れ
た
。
五
月

に
密
か
に
江
戸

へ
帰

っ
た
が
、
官
軍
の

探
索
が
厳
し
く
、
八
月
に
駿
河
に
移
住

す
る
ま
で
点
々
と
各
所
に
潜
伏
し
た
。

一
方
、
市
川

・
船
橋
の
敗
戦
に
よ
り

撒
兵
隊
は
全
面
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

間
四
月
七
日
に
は
五
井

・
姉

ヶ
崎
で
も

敗
れ
、
八
日
に
は
真
里
谷
の
本
営
も
陥

（

落
し
た
。
福
田
八
郎
有
衛
間
は
何
処
か

へ
遁
走
し
、
兵
■
も
散
り
散
り
に
敗
走

し
、
あ
る
者
は
降
伏
し
、
あ
る
者
は
殺

さ
れ
、
ま
た
あ
る
者
は
東
北

・
北
海
道

で
も
戦

い
続
け
た
。

以
上
が
両
総
戦
争

の
あ
ら
ま
し
だ
が

こ
の
戦
い
は
、
同
じ
時
期
各
地
で
頻
発

し
た
官
軍
と
の
小
戦
間
の
中
で
は
最
も

江
戸
の
近
く
で
戦
わ
れ
た
も
の
で
あ
り

こ
れ
以
降
、
上
野
戦
争

・
北
越
戦
争

・

会
津
戦
争

・
柏
館
戦
争
と
続
く
戊
辰
戦

争
の
ひ
と
つ
に
位
置
つ
け
ら
れ
る
．

な
お
、
こ
の
戦

い
の
呼
び
方
に
つ
い

て
は
、
従
来
決

っ
た
言
い
方
は
な
か
っ

た
よ
う
で
、
「市
川
市
史
』
で
は

「市
川

船
橋
戦
争
」
と
称
し
、
『市
川
・船
橋
戦

争
」
と
い
う
題
名
の
単
行
本
も
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
両
総
戦
争
」

と
‐‐手
ぶ
こ
と
に
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、

当
館
所
蔵
の
江
原
文
書
中
に
そ
の
呼
び

名
が
見
ら
れ
る
こ
ル
，
ス

実
際
こ
の
戦

（

争
は
、
市
川

・
船
橋
で
戦
わ
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
広
く
上
総

・
下
総
の
各
所

で
戦
開
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
ヽ
江
原
素
六
先
生
伝
』
・
『木

更
津
市
史
』
。
「市
川
市
史
』
・
山
形
紘

『市
川

・
船
橋
戦
争

・
ネ
府
陸
軍
撒
兵

隊
始
末
―
』

撤
兵
隊
戦
死
者
梶
塚
成
志
墓
誌
拓
本

江
原
素
六
と
大
鳥
圭
介
の
書
に
な
る

小室弥四郎の墓

|こ ,事W荼[里 |

両総戦争を描いた綿絵

―姉ヶ崎での戦闘

1菫]電勇夏F治
の歴島41

法華経寺 (千葉県市川市 )

難ず冒露躍覆
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●
■
■
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
②

■
●

遊
拳
隊
と
常
整
隊

撒
兵
隊
の
両
総
戦
争
は
、
海
を
越
え

て
沼
津
と
そ
の
近
辺
に
も
飛
び
火
し
た
．

撒
兵
隊

一徳
川
義
軍
府
）
が
協
力
を

中
し
入
れ
た
一房
総
半
島

の
諸
小
藩
の
ひ

と
つ
に
請
西
藩

（
現
千
葉
県
本
更
津
市

内
）
が
あ

っ
た
．
撒
兵
隊
だ
け
で
は
な

く
、
遊
撃
隊

（
や
は
り
脱
走
し
た
旧
幕

府
諸
隊
の
ひ
と
つ
）
も
、
請
西
藩
に
対

し
て
決
起
を
促
し
た
。

若
十

一卜

一
歳
の
話
西
藩
主
林
呂
之

助
忠
崇
は
、
旧
東
臣
た
ち
の
徳
川
家
再

興
に
賭
け
る
熱
意
に
打
た
れ
、
つ
い
に

慶
応
四
年

（
一
人
六
六
一
間
四
月
二
日

挙
兵
を
決
意
し
、
請
西
を
出
陣
し
た
。

林
以
下
の
詰
西
藩
■
と
伊
庭
八
郎

・
人

見
勝
太
郎

（寧
）
ら
の
遊
撃
隊
そ
の
他

か
ら
成
る
こ
の
軍
勢
は
、
「
■
総
義
軍
」

と
称
し
、
場
総
半
島
を
南

へ
進
撃

し
、

十
二
月
に
は
、
館
山
か
ら
船
に
乗
り
対

岸
の
真
鶴
に
■
陸
し
た
。

以
後
、
彼
ら
は
、
小
田
原
藩
や
■
山

代
官
所
に
同
盟
を
求
め
た
が
入
れ
ら
れ

ず
、
甲
府

へ
攻
め
込
も
う
と
御
殿
場
経

由
で
甲
州

へ
向

っ
た
が
、
山
岡
鉄
太
郎

や
沼
津
藩
に
説
得
さ
れ
、
沼
津
在
香
貰

村
の
霊
山
■
で
謹
慎
す
る
こ
と
に
な

っ

た

（
五
月
五
日
一．
と
こ
ろ
が
、
同
月
十

九
日
に
は
霊
山
寺
を
脱
走
し
、
沼
津
に

滞
在
し
て
い
た
官
軍
の
軍
監
を
襲
撃
し

再
び
戦
間
を
開
始
す
る
．

沼
津
を
出
た
遊
撃
隊
は
、
二
十
日
柏

根
関
所
を
奪

い
、
小
田
原
藩
を
味
方
に

引
き
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
．
し
か

し
、
そ
の
後
小
田
原
藩
は
再
び
官
軍

へ

寝
返
り
、
二
十
六
日
か
ら
両
軍
の
間
で

戦
間
が
行
わ
れ
た
結
果
、
衆
寡
敵
せ
ず

遊
撃
隊
は
柏
根
を
追

い
落
さ
れ
、
熱
海

へ
逃
げ
込
み
、
そ
こ
で
榎
本
鑑
隊
の
軍

艦
に
拾
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
．

こ
れ
よ
り
以
前
、
沼
津
藩
水
野
家
は
、

既
に
二
月
の
時
点
で
勤
■
証
書
を
提
出

し
、
官
軍
に
忠
誠
を
誓

っ
て
い
た
．
そ

の
た
め
、
藩
■
水
野
忠
敬
は
甲
府
城
代

に
任
命
さ
れ
、
三
サー
よ
り
藩
兵
を
率

い

甲
州
警
備
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。

そ
の
際
、
沼
津
藩
は
、
千
薄
に
な

っ

た
沼
津
城
の
守
備
の
た
め

．
非
常
組
」

と
い
う

一
種
の
農
兵
を
募
り
、
城
門
の

警
同
な
ど
に
あ
た
ら
せ
た
。

遊
撃
隊
の
霊
山
寺
滞
在
中
は
、
非
常

組
の
警
備
も
特
に
厳
重
で
、
「東
関
門

ニ

ハ
畳
夜
四
人
ツ

ヽ
交
代
シ
テ
往
来
ヲ
警

備
ス
夜

二
入
レ
ハ
十
名
ツ

ヽ
隊
伍
フ
組

テ
市
中
ヲ
警
戒
ス
」
と
当
時
非
常
組
の

一
員
だ
っ
た
鈴
木
亮
平

（岡
宮
村
の
豪

農
で
後
に
金
岡
村
長
に
な

っ
た
一
は
回

想
し
て
い
る
．

非
常
組
の
服
装
は
、
「
黒
手
綱
ノ
羽
織

二
店
機
ノ
裁
付
■
山
竿
ブ

被
り

一
刀
ヲ

帯
シ
鉄
砲
フ
携
帯
」
し
て
い
た
．

遊
撃
隊
騒
動
も
お
さ
ま
り
、
藩
主
も

甲
府
よ
リ
リーーー
城
し
た
際
に
は
、
非
常
組

に
対
し
て
慰
労
の
た
め
の
酒
肴
を
賜

っ

た
と
い
う
．
隊
卜
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

村

へ
帰

っ
た
が
、
そ
の
後
も
非
常
組
は

「
常
幣
隊
」
と
改
称
さ
れ
て
存
続
し
、

村
毎
で
藩
卜
た
ち
か
ら
訓
練
を
う
け
た

岡
宮
の
光
長
■
の
境
内
は
そ
の
練
兵

場
に
あ
て
ら
れ
、
江
川
太
郎
左
衛
門
に

砲
術
を
学
ん
だ
と
い
う
高
本
安
之
助
な

る
藩
十
が
教
官
と
し
て
訓
練
を
行

っ
た

レ
一
い
つヽ
．

林昌之助

伊庭八郎奮戦の図

(鈴川憲二氏寄贈)

¬ llデ ヘ 自 川  「家 ンヽ 下 ドIl「 [西
金 誌 参 然 家 や 員 名 八 以 作 熊 な
岡
L考
消 の が と ｀名 下 以 堂 お

村
・ 丈 滅 駿 て な イ)｀ |´ 下 の

｀

霊 山 寺
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◎
企
画
展

「
間
宮
喜
十
郎
展
」
好
評
開

催
中
。

来
年

一
月
七
日
ま
で
で
す

の
で
、
是

非

一
度
御
米
館
下
さ

い
¨

澪

観
監
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◎
明
治
史
料
館
古
文
書
会
が
発
足
。

９
月

然
日
、
当
館
占
丈
占
解
読
人
間

講
座

の
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な

一′
て
ギ
明
治

史
料
館
占
文
書
会
‐
が
結
成
さ
れ
、
今

後
も
自
主
的
に
占
文
書

の
解

‐
ｉゲこ
を
勉
強

し
て

い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
〓

●
会
長
井
出
貞

．
氏

・
副
会
長
松
―――Ｉ
Ｉ

美
氏

●
毎
月
第

３
土
曜
日
、
午
後

１
時

加
分

～
３
時

“
分
、
於
明
治
史
料
館

●
会
費
年
間
三
Ｃ
●
●
円

二
れ
か
ら
も
会
員
を
募
集
し
ま
す

．
多

く

の
皆
様

の
参
加
を
希
望
致
し
ま
す
．

あ
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